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CloudGear 利用規約 
 

株式会社ユニリタ（以下「当社」）は、当社の CloudGear プラットフォーム（以下「本プラットフォ

ーム」）を提供するための条件を以下の通り定めます。お客様が本プラットフォームを利用した場合、

別途、当社と書面による特段の定めがない限り、本 CloudGear 利用規約（以下「本規約」）に同意し

たものとみなします。 

 

第1条 （定義） 

1. 「お客様」とは、本プラットフォームの契約申込者をいいます。なお、お客様は、法人または個

人のいずれも可能です。 

2. 「本契約」とは、本規約の条件に基づき、当社とお客様との間で成立した契約をいいます。 

3. 「利用開始日」とは、本プラットフォームの利用開始日をいいます。 

4. 「利用終了日」とは、本プラットフォームの利用終了日をいいます。 

5. 「通知」とは、書面、電子メール等、記録が残る形式で行われる連絡をいいます。 

6. 「利用料」とは、本プラットフォームを利用するために、当社に支払われる金銭的対価をいい

ます。 

7. 「利用ライセンス」とは、本プラットフォームを利用する権利をいいます。 

8. 「本サービス」とは、本プラットフォーム上で稼働するお客様向けのクラウドサービスをいい

ます。 

9. 「本アプリケーション」とは、本プラットフォームおよび本サービス上で稼働する最終利用者

向けのクラウドサービスをいいます。 

10. 「本パートナー」とは、お客様向けに、本サービスを提供する第三者をいいます。 

11. 「顧客」とは、お客様の顧客をいいます。 

12. 「サブスクリプション」とは、お客様と顧客との本アプリケーションに関する利用契約（原則 1

ヶ月単位）をいいます。なお、本アプリケーションが複数ある場合、または、同一の本アプリ

ケーションにおいて料金プランが複数ある場合、個別の本アプリケーションまたは料金プラン

毎にサブスクリプションが発生します。 

13. 「基準日」とは、当該サブスクリプションにおける月次開始日をいいます。 

 

※「本プラットフォーム（PaaS）」を一次的なクラウドサービスのレイヤーとすると、「本サー

ビス（SaaS）」が二次的なクラウドサービスのレイヤー、「本アプリケーション（SaaS）」が

三次的なクラウドサービスのレイヤーという位置付けになります。 
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第2条 （ライセンスの許諾およびサポート） 

1. 本契約は、下記により成立するものとします。 

(1) Web 申込形式の場合は、「同意」ボタンをクリックした時 

(2) 書面申込形式（利用申込書を提出する形式）の場合は、当社が申込書受領後 5 営業日以

内に何らの異議を申し出ない時。なお、利用申込書に対する申込請書の発行は省略しま

す。 

2. 当社は、お客様に対して、本規約および当社 Web サイト記載の本プラットフォームに関する注

意事項を遵守することを条件として、本プラットフォームの利用ライセンスを付与するものと

します。 

3. 利用ライセンスは、非独占的かつ譲渡不能であり、本規約により明確に許諾された以外のすべ

ての権利は、当社に留保されるものとします。 

4. 利用ライセンスは、本契約が終了するまでの間、有効に存続するものとします。 

5. 本プラットフォームのサポート内容に関しては、当社 Web サイト掲載の「CloudGear サポー

トポリシー」（以下「本サポートポリシー」）に従うものとします。 

第3条 （アカウント管理） 

1. 当社は、本契約成立後、5 営業日以内にお客様が本プラットフォームを利用開始できるように、

必要となる ID およびパスワード等を含むログインアカウント（以下「アカウント」）を発行ま

たは設定するものとします。 

2. アカウントは、1 人 1 アカウントとし、複数人で共有して利用したり、貸与や譲渡をしないも

のとします。利用者数の増加その他の理由により追加のアカウントが必要になった場合、お客

様は当社に対して、その追加分にかかる利用申込みを行うものとします。 

3. アカウントの使用および保管は、お客様が自らの責任の元で管理するものとし、それらの使

用・貸与・譲渡・紛失・漏洩およびそれに伴う損害について、当社は責任を負わないものとし

ます。 

第4条 （本パートナーとの利用契約） 

1. お客様は、本パートナーが提供する本サービスを利用するために、本パートナーが特に利用契

約を定めている場合は、それらの利用契約に同意のうえで利用するものとします。 

2. 本サービスの 1 つとして、本パートナーである Stripe 社が提供する代金決済サービスを利用す

るにあたり、お客様は、Stripe 社が定める Stripe 利用規約および StripeConnect アカウント契

約に同意するものとします。 

3. お客様は、Stripe 社の StripeConnect を通じて、本プラットフォームと連結されたお客様の

Stripe アカウントの作成および管理の一部を当社に委託するものとします。 

第5条 （本アプリケーション利用規約） 
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1. お客様は、本プラットフォームおよび本サービス上で稼働する本アプリケーションを、お客様

の責任において、作成、利用することができます。 

2. 当社および本パートナーは、本プラットフォームおよび本サービスの機能維持の目的の範囲内

において、本アプリケーションにアクセスすることができます。ただし、当社および本パート

ナーは、本アプリケーションについて、方法のいかんを問わず、改変、改修、複写、複製、逆

アセンブル、逆コンパイル、リバースエンジニアリングを、自ら行わず、また、第三者をして

行わせないものとします。 

3. お客様は、お客様が作成した本アプリケーションについて顧客に利用させる場合は、お客様の

責任において本アプリケーションの利用規約を作成し、顧客に利用許諾するものとします。 

4. お客様は、お客様が作成した本アプリケーション利用規約において、顧客が Stripe 利用規約に

同意する旨を定めることを要します。 

5. お客様は、当社に対し、利用期間中、次の各号全てについて表明し保証するものとします。た

だし、お客様が、別途当社との間で、GDPR（EU 一般データ保護規則）に準拠した処理契約の

締結その他必要な手続をした場合はこの限りではありません。 

(1) お客様がＥU 域内に活動拠点を有していないこと 

(2) 本アプリケーションに関する事業その他のお客様の事業において、EU 域内のデータ主体に

対する物品又はサービスの提供と関連して EU 域内のデータ主体の個人データを取り扱って

いないこと 

(3) 本アプリケーションに関する事業その他のお客様の事業において、EU 域内のデータ主体の

行動の監視と関連して EU 域内のデータ主体の個人データを取り扱っていないこと 

第6条 （利用開始および利用期間） 

1. 本プラットフォームの利用期間は原則として 1 年単位とします。ただし、当社が特別な事情に

より認めた場合に限り、お客様の利用期間は月単位とし、最低利用期間は１ヶ月間とします。 

2. 利用終了日の 30 日前までに利用終了（本契約終了）の通知がない場合は、利用終了日の翌日

（以下「更新日」）から更に１年間（月単位の場合は 1 ヶ月間）、本契約は自動的に更新され

るものとし、以後も同様とします。 

3. お客様が本契約の途中解約を希望する場合には、解約希望日の 30 日前までに、途中解約の旨を

当社に通知するものとします。 

第7条 （本プラットフォームの利用料および支払方法） 

1. 各サブスクリプションにおける本プラットフォームの利用料（以下「本プラットフォーム利用

料」）は、当社が別途定める価格表に基づき、算定されるものとします。 

2. 前項の価格表に基づき算定された金額は、Stripe 利用規約および StripeConnect アカウント契

約に基づき、Stripe 社から当社に対して、基準日に支払われるものとします。 
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3. お客様の都合により、本契約を契約期間の途中解約した場合でも、契約期間の残期間分の本プ

ラットフォーム利用料の支払義務は免れません。 

4. 本パートナーからの委託に基づき、当社はお客様に対して、本サービスの利用料を本プラット

フォーム利用料に含めて徴収・請求することがあります。 

5. 当社はお客様に対して、各サブスクリプションの料金の確認のため、お客様と顧客との間のサ

ブスクリプション（利用契約）の開示を要求することができます。お客様はすみやかに当該開

示要求に応じることができるように、サブスクリプションの契約条件にその旨を記載するな

ど、事前に顧客の開示に関する同意を得ておくものとします。 

第8条 （業務データ） 

1. お客様が本アプリケーションにアップロードしたコンテンツ（動画、画像等）（以下「業務デ

ータ」）は、お客様と特段の合意がない限り、お客様に著作権が帰属することを確認します。 

2. 業務データが公序良俗に反したり、本契約に反する場合は、当社の裁量により業務データの利

用中止または削除を行うことができるものとします。 

3. 業務データの正確性、品質、正当性、合法性、信頼性、適切性、著作権処理等については、お

客様が全責任を負うものとします。 

4. 当社は、お客様が行った業務データの抹消、改変、破壊、漏出、不正アクセス、損失もしくは

保存の失敗に関して、一切責任または義務を負わないものとします。  

5. 当社は、当社の製品やサービスにおける品質向上を目的として、業務データを統計的に処理し

て利用することができるものとします。 

第9条 （財産権関連） 

1. 第三者がお客様に対して、本プラットフォームの利用に関して、日本法における特許権、著作

権等の知的財産権の侵害を申し立てた場合（以下「当該申立て」）、お客様が以下の要件を全

て満たすことを条件に、当社はお客様に対して、当該申立てに関してお客様に生じた合理的費

用の補償を行うものとします。 

(3) 当該申立てより 5 日以内に、当社に当該申し立ての内容を通知すること 

(4) 当該申立てに関して、調査、準備、防禦および解決に関する一切の権限を当社に与える

こと 

(5) 当社による事前の書面による同意なしに、当該申立ての責任を認めたり、和解しないこ

と 

(6) 当該申立てに関して必要がある場合には、全面的に当社に協力すること 

2. 当社は、当社の判断により、当該申立てを受けて、本プラットフォームに代替するサービス

（実質的に本プラットフォームと同等のもの）の提供、または既にお客様により支払われた残

期間分の利用料を返還して本契約を解約することができます。かかる措置がとられた場合、当
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社は、お客様による本プラットフォームの利用に関して、それ以上の責任を負わないものとし

ます。 

第10条 （秘密保持） 

1. 本契約の期間中および契約期間終了後においても、お客様は本プラットフォームの利用を通じ

て知り得た本プラットフォームに関するすべての関連情報および関連知識（以下併せて「秘密

情報」といいます。ただし、公知となった情報を除きます。）を秘密に保持するものとし、当

社の書面による事前の同意なくして「秘密情報」を第三者に開示もしくは漏洩せず、また、利

用もしくは利用させないものとします。 

2. 当社およびお客様は、前項の秘密情報のほか書面上またはデータ上に秘密である旨を指定され

て相手方から開示された情報を秘密として保持しなければならず、相手方の承諾なく第三者に

開示もしくは漏洩しないものとします。 

3. 前項にかかわらず、下記のいずれかの条件に該当する場合は秘密情報とみなさないものとしま

す。 

（1） 開示を受けた当事者が秘密保持義務を負うことなく既に保有している情報 

（2） 第三者から秘密保持義務を負わず正当に入手した情報 

（3） 開示を受けた当事者が独自に開発した情報 

（4） 開示を受けた当事者の故意・過失によらず公知となった情報 

（5） 開示を受けた時点で、既に公知であった情報 

（6） 法令により開示することが義務づけられた情報 

4. 当社またはお客様は、それぞれ過半数の株式または持分を保有しまたは保有される関係にある

会社（以下「関連会社」といいます。）に対し、業務目的の範囲内において、秘密情報を開示

し利用させることができるものとします。ただし、当社およびお客様は、自らの関連会社に対

して、本契約と同等以上の秘密保持義務を負わせるものとし、当該関連会社と連帯してその責

めを負うものとします。 

5. 第 2 項に定める秘密保持義務の存続期間は、各秘密情報が開示された日よりそれぞれ 3 年間と

します。 

6. お客様は、本契約において明確に許諾されている場合を除き、本プラットフォームについて、

方法のいかんを問わず、改変、改修、複写、複製、逆アセンブル、逆コンパイル、リバースエ

ンジニアリングを、自ら行わず、また、第三者をして行わせないものとします。 

第11条 （本規約および本プラットフォームの変更） 

1. 当社は、本規約および本プラットフォームを変更することがあります。 

2. 本規約の変更内容は、本契約の更新時より適用されるものとします。 
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3. 本プラットフォームの変更内容は、本プラットフォームの変更時より適用されるものとしま

す。 

4. 本規約および本プラットフォームを変更する場合、当社は、お客様に対し、原則として当社

Web サイトにて事前にその内容について通知します。お客様は定期的に当社 Web サイトに

て、本規約および本プラットフォームの変更の有無を確認するものとします。 

第12条 （本プラットフォームの提供停止） 

1. 当社は、次の各号に該当する場合、その裁量により、本プラットフォームの提供を停止するこ

とができます。  

(1) お客様が本プラットフォーム利用料の支払いを怠った場合 

(2) お客様が本規約に違反し、当社の指定する期間内に当社の是正要求に応じない場合 

(3) 本プラットフォームの利用に関し第三者から当社に対しクレーム、請求等がなされ、か

つ、当社が本プラットフォームの停止が必要と認めた場合 

(4) 本規約第 5 条第 5 項の表明保証事項に違反した場合 

(5) その他の理由で本プラットフォームの運営上不適当と当社が判断した場合 

2. 当社は、前項の規定により本プラットフォームの提供を停止する場合、お客様に対し、あらか

じめその理由および期間を通知します。ただし、緊急時やむを得ない場合は、この限りではあ

りません。 

第13条 （当社の損害賠償責任の制限） 

1. 当社はお客様に対して、本プラットフォームの利用に伴い、当社の責に帰すべき事由の直接的

結果として、お客様に現実に発生した通常の損害について賠償します。 

2. 当社のお客様に対する損害賠償責任は、お客様が現実に支払った直近 12 ヶ月分の本プラットフ

ォームの利用料の総額を上限額とします。ただし、お客様が当社に支払うべき本プラットフォ

ームの利用料金に未払いがある場合には、当該未払額を本項本文に定める上限額から控除する

ものとします。 

3. 本プラットフォームに基づくお客様の損害の原因について、当社に故意または重過失がある場

合は、本条各号の限りではありません。 

第14条 （免責） 

1. 本プラットフォームがお客様の特定目的に適合することを保証するものではありません。 

2. 本プラットフォームの提供が中断なくエラーがないことを保証するものではありません。 

3. 当社は、お客様が本契約に違反した結果については一切の責任を負いません。 

4. 当社は、お客様が本規約第 5 条第 5 項の表明保証事項に違反した結果については一切の責任を

負いません。 
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5. 当社は、当社が定める所定のシステム稼働環境（原則として日本語 OS における日本語ブラウザ

上での稼動など）以外で生じた障害については一切責任を負いません。なお、当社が定める所

定のシステム稼働環境およびインターネット接続環境の用意、その利用に関する責任と費用

は、お客様が負担するものとします。 

6. お客様と顧客との間の契約に基づく本サービスの利用料の妥当性・正確性は、お客様が担保す

るものとし、仮にお客様が顧客に課金する利用料について過少請求・過剰請求があった場合で

も、当社は一切責任を負いません。 

7. 当社は、本契約に定める場合を除き、本プラットフォームを利用に関して、お客様と顧客との

間で生じた紛争等（顧客の支払不履行や返金要求など）、あるいは、お客様と第三者との間で

生じた紛争等について、一切責任を負いません。 

8. 本規約に定める場合を除き、また法令の許諾する範囲内において、当社は、明示または黙示を

問わず、また法律、慣習、口頭若しくは書面での説明その他を問わず、本契約に基づき提供さ

れた本プラットフォームに関して何らの保証または表明（商品性、特別目的適合性、権限、第

三者の権利の不存在、誤りのないことおよび稼動が中断しないことについての黙示保証を含む

がこれに限らない。）を行うものではありません。 

9. 当社は、本プラットフォームの解約後の業務データについては何ら責任を負いません。 

第15条 （契約解除） 

1. お客様が次の各号のいずれかに該当した場合、当社はお客様に対して通知を行ない、本契約を

ただちに解除できるものとします。 

(1) 利用料の支払いの停止、または手形交換所の取引停止処分を受けた場合 

(2) 仮差押、差押等の強制執行手続きの申立、担保権実行手続の申立がなされた場合 

(3) 破産手続、民事再生、会社更生、特別清算の申立その他類似の手続の申立がなされた場

合 

(4) 公租公課の滞納処分を受けた場合 

(5) その他、客観的に重大な信用不安事由が生じた場合 

(6) 本契約の違反に対する是正通知を行ったにも拘わらず、是正通知後 30 日以内に何らの

是正処置も行われなかった場合 

2. 当社は、客観的にやむを得ない事情により本プラットフォームを長期間停止せざるを得ない場

合、または本プラットフォーム自体を廃止する場合は、お客様に通知を行うことにより、本契

約を解除できるものとします。 

3. 本契約のいずれかの条項またはその一部が違法、履行不可能または日本法に抵触すると判断さ

れた場合でも、本契約中のそれ以外の部分については効力を失わないものとします。 

第16条 （不可抗力） 



8 

 

UNIRITA_CloudGear 利用規約 2022 年 11 月 1 日 

いずれの当事者も、天変地異、戦争、戦争の怖れ、戦争類似の状況、敵対行為、戦時体制、封

鎖、通商停止、拘留、革命、暴動、港湾の混乱、略奪行為、ストライキ、ロックアウト、伝染

病もしくはその他の疫病、物資もしくは施設の破壊もしくは損傷、火災、台風、地震、洪水も

しくは事故、または政府当局もしくは準政府機関またはいずれの政治的部門・部署・機関の行

為による場合、または労働、資材、輸送手段もしくは公益設備の不足もしくは遮断、または各

当事者もしくはその供給業者の事業所での労働争議、または各当事者の支配管理を超えた他の

いかなる事項などにより事務の履行が不可能となった場合には、本契約に基づく義務の不履行

について相手方当事者に対して責任を負いません。  

第17条 （反社会的勢力の排除） 

1. 本契約において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところに基づくものとし

ます。 

(1) 「反社会的勢力」 

暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、暴力団関係団体、総会屋等、社会運動等標ぼうゴ

ロ、特殊知能暴力集団、その他、暴力・威力・詐欺的手法を駆使して経済的利益を追求

する団体または個人、あるいは、これらに該当しなくなってから 5 年経過しない団体ま

たは個人をいいます。 

(2) 「自己」 

当社またはお客様が自分自身を示すことをいいます。 

(3) 「自己等」 

自己、自己の役員、実質的に経営に関与する者、重要な地位の使用人、自己の経営を実

質的に支配する者、自己の親会社、子会社等をいいます。 

2. 当社およびお客様は、相手方に対し、現在および将来においても、次の各号について表明し保

証するものとします。万が一自己の違反を発見した場合は、直ちに相手方にその事実を報告す

るものとします。 

(1) 「自己等」が「反社会的勢力」に該当しないこと 

(2) 「自己等」が、「反社会的勢力」との間で、「反社会的勢力」であることを知りなが

ら、資金、役務提供等の何らかの便宜を供給するなど、「反社会的勢力」の運営維持に

協力・関与しないこと 

(3) 「自己等」が、「反社会的勢力」と社会的に非難されるような交友関係にないこと 

(4) 「自己等」が、自らまたは第三者を利用して、相手方および相手方の従業員に対して、

暴行・傷害・脅迫・恐喝・威圧等の暴力的行為または虚偽の風説の流布や偽計などの詐

欺的手法を用いて、合理的な範囲を超える不当な要求、業務の妨害、名誉・信用の毀損

等を行わないこと 



9 

 

UNIRITA_CloudGear 利用規約 2022 年 11 月 1 日 

(5) 「自己等」が、「反社会的勢力」ではないにも拘わらず、殊更に、自らが「反社会的勢

力」またはそれに関係する旨を、相手方または第三者に伝える等の行為をしないこと 

3. 当社およびお客様は、相手方について前条の表明ないし保証に反する事実が判明した場合に

は、相手方に対して催告することなく、全ての契約の全部または一部を解除することができま

す。 

4. 当社およびお客様は、相手方の業務を外部に委託する場合、委託の時点において、委託先が

「反社会的勢力」に該当しないことを保証します。 

5. 当社およびお客様は、相手方が本条第 3 項に基づき契約を解除した場合、違反した相手方に損

害が生じても、賠償責任を負わないものとします。 

6. 当社およびお客様は、自己が本条第 3 項に違反したことにより相手方が契約を解除した場合、

相手方に発生する損害を賠償するものとします。 

第18条 （個人情報保護） 

1. 当社およびお客様は、相手方から個人を特定する情報（以下「個人情報」といいます。）を受

領した場合には、その個人情報の取扱いと利用について個人情報保護に関する法令を遵守する

とともに、『個人情報保護マネジメントシステムー要求事項(JIS Q15001:2017)』の規範に準

拠した厳重な管理を行ない、個人情報に対する不正アクセス、紛失、破壊、改ざん、漏洩等の

危険に対し、合理的な安全対策を講じなければならないものとします。 

2. 個人情報の漏洩等により個人情報の主体(本人)に経済的、精神的損害を与えた場合は、その個人

情報の漏洩等を行った当社またはお客様が責任をもって対処するものとします。 

3. 当社またはお客様は、個人情報の主体(本人)に前項の損害が生じ、もしくは、その恐れがあるこ

とを認識した場合は、直ちに相互に連絡を取り合い協力して対処するものとします。  

第19条 （準拠法・裁判管轄） 

本契約は、日本国法に準拠し、同法によってのみ解釈されるものとします。また、本契約に起

因または関連する訴訟については、東京地方裁判所を第一審の専属合意管轄裁判所とします。  

第20条 （協議） 

本契約について疑義が生じた場合は、当社およびお客様は、信義誠実の原則に従い、協議解決

するものとします。  

以上  
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CloudGear サポートポリシー 

株式会社ユニリタ（以下「当社」）は、お客様が CloudGear 利用規約（以下「本規約」）に同意する

ことを前提に、当社の CloudGear プラットフォーム（以下「本プラットフォーム」）について、以下

のサポート方針（以下「本ポリシー」）に基づき、CloudGear のサポート（以下「本サポート」）を行

ないます。 

  

1. 定義 

「本ポリシー」 では、次の用語を定義します。なお、本ポリシー記載の用語は、本ポリシーにて

定義されている用語を除き、本規約記載の定義に従うものとします。 

(1) Web サポート 

当社がお客様との間で本サポートに関する情報を交換するための Web サイト（以下

「Web サイト」）経由で行うサポートをいいます。お客様は、Web サイトに必要情報を入

力し参照することができ、障害に対する当社の回答も全て Web サイトにて閲覧可能で

す。 

※Web サイト（http://tech.unirita.co.jp）での受付は 24 時間 365 日可能です。回答は当

社営業日における 9 時から 17 時までとします。 

(2) インシデント 

お客様が登録する質問を「インシデント」と呼びます。インシデントは障害情報が登録さ

れてから、インシデントが終了するまで本サポートにより管理されます。  

2. 本サポートのスコープ（範囲） 

本サポートのスコープは、本プラットフォームのプログラムの契約不適合（仕様書との不一

致、バグを含む）に起因する障害に対するサポートとなります。なお、以下については、本サ

ポートの対象外です。 

(1) 本プラットフォームと連携する他サービスの障害などに関する質問の受付や回答 

(2) 本プラットフォームの障害以外の質問（利用方法や仕様など）の受付や回答 

3. 本サポートの提供方法 

本サポートは、原則として Web サポートとし、それ以外の方法での問合せや回答には対応いた

しません。 

(1) アカウントの登録 

Web サポートの利用に際しては、Web サイトにアクセスするためのアカウント登録

（ログイン ID とパスワードの発行）が必要となります。ログイン ID とパスワードの発

行には数日かかる可能性がありますので、本契約後、速やかに当社に発行申請を行な

http://tech.unirita.co.jp/
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い、アカウントを登録してください。なお、発行申請にあたっては、会社名または氏名

とメールアドレスが必要となります。  

(2) アカウントの登録数 

3 名までアカウントを登録することができます。4 名以上の登録を希望する場合は別途

ご連絡ください。  

(3) アカウントの管理と変更 

アカウントのログイン ID とパスワードはお客様の責任で管理するものとします。アカ

ウント情報の変更および削除が必要な場合は速やかに当社に通知するものとします。  

4. 重要度 

障害の重要度は 1、2、3 で設定されます。インシデント登録時は 4 と設定されますが、当社の

判断で重要度の設定を行います。重要度によってベストエフォート（最大限の努力）で次のよ

うな対応を行います。  

(1) 重要度 1 : 

次回のバージョンアップにて対応しなければならないもの  

(2) 重要度 2 : 

次回のバージョンアップでは対応しないが、いつかのバージョンアップでは対応をしな

ければならないもの  

(3) 重要度 3 : 

バージョンアップをしなくても回避が可能なもの  

5. メンテナンス 

本プラットフォームのメンテナンスは月１回を予定しております。10 分〜30 分間程度本プラ

ットフォームが中断する可能性があります。メンテナンスを行う場合には事前にお客様の管理

担当者宛にメールでアナウンスを行います。  

6. プログラムの修正 

本サポートは障害に対応してプログラムの修正結果（障害の完全解決）を保証するものではあ

りません。ベストエフォート（最大限の努力）で対応を行います。  

7. 情報の著作権 

本サポートにて発生する全ての情報の著作権は当社に帰属するものとします。当社はその情報

をお客様の同意なしに FAQ として外部に公開することができます。その場合、お客様が特定で

きる情報は全て削除して公開します。  

8. インシデントの終了 

次の場合、障害報告者の同意無しに、インシデントの終了が行われることがあります。  

(1) 障害が終結したと当社が判断した場合 
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(2) 障害の原因が明確となり、その修正方法が確認された場合 

(3) 障害が再現されないことが確認された場合 

(4) 当社がお客様に連絡してから 2 週間以上応答がない場合 

9. サポートの言語 

サポートは原則として日本語で行われます。ただし、当社の判断により、英語でサポートを行

うこともできます。  

10. サポートに関する問合せ先メールアドレス 

support@unirita.co.jp                              以上 

  

mailto:support@unirita.co.jp
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＜改訂履歴＞ 

2022 年 11 月 1 日改定 

【変更後】第 10 条（秘密保持）に、第 2 項，第３項，第４項，第５項を追加 


